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た
。 

 

そ
の
十
年
前
、
海
幹
候
二
十
六
期
の
先

輩
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
建
国
二
百
年
記
念

の
国
際
観
艦
式
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
そ
こ
か
ら
数
え
て
五
十
年
後
、
当

然
ア
メ
リ
カ
建
国
二
百
五
十
年
に
当
た

る
こ
と
か
ら
、
海
幹
候
七
十
六
期
生
を
乗

せ
た
日
本
国
練
習
艦
隊
は
、
再
々
度
ア
メ

リ
カ
主
催
の
国
際
観
艦
式
に
参
加
す
る

こ
と
に
な
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
考
え
や
行
動
は
予
測
不
能

な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
大
統
領
自
身

こ
う
い
っ
た
記
念
行
事
は
何
よ
り
好
物

の
よ
う
で
す
か
ら
、
た
と
え
イ
ラ
ン
で
の

戦
争
が
終
結
し
て
い
な
く
て
も
実
行
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
我
々

と
同
様
に
、
七
十
六
期
生
を
は
じ
め
と
す

る
参
加
隊
員
達
も
き
っ
と
生
涯
忘
れ
え

な
い
思
い
出
を
得
る
こ
と
に
な
る
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

 
今
年
の
遠
洋
練
習
航
海
部
隊
を
編
成

す
る
の
は
練
習
艦
「
か
し
ま
」（
Ｔ
Ｖ
３

５
０
８
）
と
練
習
艦
「
や
ま
ぎ
り
」（
Ｔ

Ｖ
３
５
１
５
）
で
す
が
、
こ
の
二
隻
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
赴
き
、
ハ
ド
ソ
ン
川
に
自

衛
艦
旗
を
翻
す
姿
を
想
像
す
る
と
心
躍

り
ま
す
。
余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
我
々

と
海
幹
候
二
十
六
期
の
先
輩
の
時
の
遠

洋
練
習
航
海
部
隊
の
編
成
は
、
い
ず
れ
も

練
習
艦
「
か
と
り
」（
Ｔ
Ｖ
３
５
０
１
）

と
、
当
時
海
上
自
衛
隊
の
中
で
最
も
美
し

い
シ
ル
エ
ッ
ト
を
誇
っ
た
（
注
：
個
人
の

感
想
で
す
。）
護
衛
艦
「
な
が
つ
き
」（
Ｄ

Ｄ
１
６
７
）
で
し
た
。
単
な
る
巡
り
あ
わ

せ
な
の
か
、
そ
れ
と
も
選
ば
れ
た
の
か
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
両
艦
と
も
す
で

に
除
籍
さ
れ
て
い
る
た
め
、
三
度
目
の
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場
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

複
数
の
艦
艇
が
長
期
に
渡
っ
て
多
数

の
寄
港
地
を
巡
航
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

国
や
寄
港
地
及
び
支
援
を
依
頼
す
る
港

湾
業
者
等
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
関
連
の

情
報
や
訪
問
国
海
軍
も
含
め
た
事
前
調

整
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
遠
洋
練
習
航

海
の
コ
ー
ス
は
訪
問
国
と
寄
港
地
に
多

少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
通
常
四
つ
の

パ
タ
ー
ン
（
北
米
、
南
米
、
世
界
一
周
、

環
太
平
洋
の
各
コ
ー
ス
）
で
行
わ
れ
る
の

で
過
去
の
資
料
等
を
活
用
で
き
る
は
ず

で
す
が
、
諸
般
の
理
由
か
ら
、
時
々
特
殊

な
コ
ー
ス
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
二

〇
〇
一
年
（
平
成
四
年
）
も
そ
う
で
し
た
。

こ
の
年
は
海
上
自
衛
隊
に
と
っ
て
は
あ

ま
り
馴
染
み
の
な
い
、
イ
ン
ド
洋
及
び
中

近
東
方
面
の
コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
い

つ
も
と
違
う
コ
ー
ス
な
の
で
情
報
収
集

や
事
前
調
整
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
後
に
大
い
に
役
に

立
っ
た
と
い
う
話
が
先
日
の
水
交
会
主

催
の
日
本
国
練
習
艦
隊
壮
行
会
で
河
野

克
俊
理
事
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
年

の
九
月
、
ア
メ
リ
カ
で
同
時
多
発
テ
ロ
が

起
こ
り
ま
し
た
。
日
本
は
有
志
連
合
の
一

員
と
し
て
対
テ
ロ
戦
争
に
協
力
す
る
た

め
、
対
テ
ロ
特
別
措
置
法
を
成
立
さ
せ
、

海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
二
隻
と
補
給
艦

一
隻
を
イ
ン
ド
洋
に
派
遣
し
ま
し
た
が
、

遠
洋
練
習
航
海
部
隊
が
中
近
東
方
面
で

築
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
速
や
か
な
派

遣
と
以
後
の
円
滑
な
部
隊
活
動
に
大
い

に
貢
献
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
年

で
七
十
回
目
を
数
え
る
遠
洋
練
習
航
海

な
の
で
、
全
世
界
の
主
要
国
家
・
主
要
港

に
関
す
る
情
報
は
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と 

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
遠
洋
練
習
航
海
の
違

っ
た
側
面
で
の
成
果
と
言
え
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
半
年
近
く
に
及
ぶ

長
い
航
海
に
な
り
ま
す
か
ら
、
事
故
な

く
、
派
遣
隊
員
全
員
が
元
気
に
帰
国
す
る

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

相
州
藤
沢 

白
旗
神
社 

支
部
理
事
役 

深
澤 

文
晴 

藤
沢
市
に
あ
る
白
旗
神
社
を
参
拝
し
、

境
内
に
点
在
す
る
源
義
経
公
ゆ
か
り
の

史
跡
を
巡
っ
た
。
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

中
で
手
を
合
わ
せ
る
ひ
と
と
き
は
、
歴
史

と
信
仰
の
両
方
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

時
間
と
な
っ
た
。 

境
内
の
大
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
す
ぐ
右

手
に
は
源
義
経
公
と
武
蔵
坊
弁
慶
の
銅

像
が
立
ち
、 

参
拝
者
を
迎 

え
て
い
る
。 

堂
々
と
し
た 

姿
は
印
象
的 

で
、
白
旗
神 

社
が
義
経
公 

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
さ
せ
る
。
鳥
居
か
ら
そ
の
ま
ま
進

む
と
、
左
手
に
は
手
水
舎
が
あ
り
、
亀
の

像
が
静
か
に
鎮
座
し
て
い
た
。
手
水
で
身

を
清
め
、
穢
れ
を
流
し
て
か
ら
参
拝
に
向

か
っ
た
。 

石
段
を 

上
が
る
途 

中
に
は
、 

源
義
経
公 

の
鎮
霊
碑 

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
足
を
止
め
て
手
を 

 

 

「
遠
洋
練
習
航
海
に
つ
い
て
」 

湘
南
支
部
長 

中
尾 

剛
久 

薫
風
香
る
五
月
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
、
関
東

地
方
で
も
真
夏
日
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

年
も
夏
の
到
来
が
早
い
の
で
し
ょ
う

か
？
若
葉
が
目
に
染
み
る
こ
の
爽
や
か

な
時
期
が
で
き
る
だ
け
長
く
続
い
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
五
月
は
海
上
自
衛
隊
の
遠
洋
練

習
航
海
部
隊
（
「
日
本
国
練
習
艦
隊
」
と

『
日
本
』
と
い
う
国
名
を
付
け
て
名
乗
っ

て
い
ま
す
。
国
家
の
外
交
機
能
の
一
端
を

担
っ
て
い
る
と
い
う
自
負
で
す
ね
。
）
が

出
国
す
る
時
期
に
も
当
た
り
ま
す
。 

私
た
ち
海
幹
候
三
十
六
期
生
は
ち
ょ

う
ど
四
十
年
前
に
遠
洋
練
習
航
海
に
出

発
し
ま
し
た
。
こ
の
年
（
一
九
八
六
年
）

は
、
ア
メ
リ
カ
で
自
由
の
女
神
像
の
百
年

記
念
国
際
観
艦
式
が
行
わ
れ
る
年
で
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
沖
に
世
界
中
か
ら
軍

艦
が
集
ま
り
、
レ
ー
ダ
ー
画
面
が
一
杯
に

な
る
ほ
ど
の
単
縦
陣
（
縦
一
列
）
の
陣
形

を
整
え
た
多
数
の
軍
艦
が
、
ハ
ド
ソ
ン
湾

に
し
ず
し
ず
と
入
港
し
て
い
っ
た
光
景

は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
百
周
年
を
迎

え
た
自
由
の
女
神
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

聳
え
立
つ
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
（
当

時
は
ま
だ
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
）
や
エ

ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
な
ど
の
摩
天

楼
を
背
景
に
し
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
の

夕
暮
れ
や
、
我
々
の
部
隊
の
前
に
横
付
け

て
い
た
現
役
の
戦
艦
ア
イ
オ
ワ
（
Ｂ
Ｂ
６

１
）
の
威
容
な
ど
は
鮮
明
に
思
い
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
観
艦
式
の
観
閲
官
は
レ

ー
ガ
ン
大
統
領
で
、
空
母
「
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・

ケ
ネ
デ
ィ
」
に
座
乗
し
て
観
閲
さ
れ
ま
し 
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 国
松 

誠
、
河
野
太
郎
、
佐
奈
田
幸
一
、 

原 

博
章
、
松
長
泰
幸
、
中
根
圭
介
、 

山
本 

哲
、
川
内
美
喜
男
、
和
栗 

清
、 

原 

康
二
、 

正
会
員 

石
川
潤
一
、
岡
崎
光
博
、
高
鹿
治
雄
、 

小
林
貞
雄
、
田
中
宏
治
、
二
挺
木
智
也
、

濱
口
浩
二
、
平
形
武
夫
、
桜
庭
憲
昭
、 

渡
辺
一
正
、
伊
藤
靖
史
、
荻
原
洋
聡
、 

横
山
安
廣
、
小
林 

勉
、
小
見
山 

雅
、 

池
田
周
平
、
栩
木 

実
、
野
田
義
信
、 

終
身(

寄
付
者) 

 

青
山
元
彦
、
尾
﨑
謙
一
、
清
﨑
忠
圀
、 

髙
木
幸
夫
、
髙
見 

巖
、
平
川
幹
雄
、 

宮
崎
栄
介
、
今
武
孝
之
、
蛭
田
信
次
、 

深
澤
文
晴
、
福
樂 

勣
、
堀
井
光
男
、 

西
村 

剛
、
関 

克
行
、
澤
野
憲
二
、 

寺
中
哲
夫
、
山
岸
征
洋
、 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

支
部
会
員
の
訃
報 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す 

 

正
会
員 

故 

鈴
木 

幸
吉 

氏 

 
 
 

令
和
６
年 

ご
逝
去 

合
わ
せ
る
と
、
自
然
と
気
持
ち
が
引
き
締
ま
る

よ
う
だ
っ
た
。
義
経 

公
の
力
を
少
し
分
け 

て
も
ら
え
た
よ
う
に 

感
じ
ら
れ
、
参
拝
の 

中
で
も
特
に
心
に
残 

る
場
面
と
な
っ
た
。 

さ
ら
に
階
段
を
登 

り
き
る
と
、
本
殿
が 

姿
を
現
す
。
無
事
に 

参
拝
を
済
ま
せ
た
後
、 

右
側
に
目
を
向
け
る
と
「
弁
慶
の
力
石
」
が
あ

っ
た
。
触
れ
る
と
健
康
の
ご
利
益
が
あ
る
と
伝

え
ら
れ
て
お
り
、 

両
手
で
約
１
分
間 

し
っ
か
り
と
触
れ 

て
健
康
を
祈
願
し 

た
。 歴

史
上
の
人
物 

に
ま
つ
わ
る
銅
像 

や
碑
に
ふ
れ
な
が 

ら
参
拝
で
き
る
白 

旗
神
社
は
、
地
域
の
身
近
な
歴
史
を
感
じ
ら
れ

る
場
所
の
一
つ
。
藤
沢
の
ま
ち
の
中
で
、
静
か

に
心
を
整
え
ら
れ
る
参
拝
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。 

編
集
後
記 

４
月
２
１
日
大
分
県
日
出
生
台
演
習
場
で

実
弾
射
撃
訓
練
中
の
１
０
式
戦
車
で
暴
発
事

故
が
発
生
し
３
名
死
亡
、
１
名
が
重
症
を
負

っ
た
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・06/06（土） 

 第３回支部理事役会 

・06/19（金） 

 ６月号隊友紙発送 

・07/04（土） 

 第４回支部理事役会 

・07/17（金） 

 ７月号隊友紙発送 

・08/08（土） 

 第５回支部理事役会 

・08/中旬 

 部隊研修(部隊未定) 

・08/17（月） 

 ８月号隊友紙発送 

    
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

命
の
ム
ダ
を
無
く
す
工
夫 

支
部
理
事
役 

皷 

達
也 

筆
者
は
仕
事
上
高
齢
者
に
関
わ
る
こ
と
が
多

く
、
戦
前
の
食
文
化
に
つ
い
て
話
を
聴
く
こ
と

も
多
い
。
当
時
は
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

存
在
せ
ず
子
ど
も
の
頃
か
ら
野
兎
、
猪
、
蛇
、

川
魚
な
ど
を
捕
ま
え
て
お
り
食
べ
方
や
皮
や
骨

の
活
用
方
法
ま
で
教
え
て
く
れ
て
無
駄
な
く
活

用
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。 

駆
除
さ
れ
た
野
生
動
物
は
ど
こ
に
行
く
の

か
？ 衛

生
面
な
ど
か
ら
そ
の
場
に
そ
の
ま
ま
放
置

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
ハ
ン
タ
ー
が
解
体

し
て
施
設
に
持
ち
込
む
こ
と
が
多
い
。
処
理
方

法
は
自
治
体
に
も
よ
る
が
通
常
焼
却
す
る
こ
と

に
な
り
清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ゴ
ミ
処
理
施
設

が
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
廃
棄
物
処

理
法
、
家
畜
伝
染
病
予
防
法
な
ど
で
も
規
定
さ

れ
て
い
る
。
畜
産
業
や
と
畜
場
な
ど
の
事
業
活

動
に
伴
っ
て
生
じ
た
も
の
は
「
産
業
廃
棄
物
」

と
し
て
分
類
さ
れ
、
家
庭
で
飼
育
さ
れ
て
い
た

ペ
ッ
ト
は
、「
一
般
廃
棄
物
」
と
し
て
扱
わ
れ
る

が
自
治
体
に
よ
り
異
な
る
。
人
間
の
火
葬
に
使

用
さ
れ
る
燃
料
は
、
灯
油
、
重
油
、
気
体
燃
料

が
主
に
使
用
さ
れ
白
灯
油
を
用
い
る
で
は
火
葬

炉
で
は 

４
０
～
６
０
ℓ
／
体
ぐ
ら
い
必
要
と

さ
れ
る
。
一
方
熊
で
は
灯
油
約
１
０
０
ℓ
／
体

ほ
ど
要
し
通
常
の
火
葬
場
で
は
困
難
で
あ
る
。

北
海
道
の
と
あ
る
地
域
で
は
駆
除
数
が
２
０
倍

近
く
に
な
り
燃
料
費
や
処
理
施
設
の
稼
働
が
ひ

っ
迫
し
て
い
る
と
い
う
、
さ
ら
に
原
油
高
も
ひ

っ
迫
原
因
と
な
る
。
野
生
動
物
を
放
置
す
れ
ば 

人
的
被
害
や
作
物
被
害
が
増
し
駆
除
す
る
こ

と
で
燃
料
費
も
必
要
と
な
っ
て
し
ま
い
ど
の

み
ち
損
失
が
生
じ
る
。 

 

で
は
ど
う
す
る
か
、
資
源
の
有
効
活
用
し

か
な
く
１
つ
は
ジ
ビ
エ
料
理
で
あ
る
。
神
奈

川
県
秦
野
市
で
ジ
ビ
エ
料
理
の
秦
野
市
鶴
巻

地
区
を
「
ジ
ビ
エ
の
食
べ
ら
れ
る
街
」
と
し

て
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
鶴
巻
温
泉
ジ

ビ
エ
マ
ル
シ
ェ
」
と
い
う
催
し
が
開
催
さ
れ

た
。
２
０
１
８
年
に
農
林
水
産
省
に
よ
り
「
国

産
ジ
ビ
エ
認
証
制
度
」
が
制
定
さ
れ
、
衛
生

的
な
取
扱
い
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
飲
食

店
な
ど
に
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
の
採
用
や
、
学

校
給
食
で
も
採
用
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
。
野

生
動
物
の
た
め
安
定
供
給
は
難
し
い
が
、
駆

除
さ
れ
た
野
生
動
物
の
命
を
無
駄
に
し
な
い

為
に
も
ジ
ビ
エ
料
理
な
ど
に
有
効
活
用
す
る

こ
と
で
資
源
と
な
る
。
ま
た
皮
や
角
な
ど
を

用
い
た
様
々
な
製
品
に
も
活
用
で
き
る
。
企

業
に
よ
っ
て
は
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
に
活
用
し
て

い
る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
処
理
す
る
場
合
は

野
生
動
物
の
命
と
ハ
ン
タ
ー
費
用
・
燃
料
費

の
出
費
だ
け
で
あ
る
が
資
源
活
用
す
る
こ
と

で
鳥
獣
被
害
の
抑
制
、
食
文
化
の
充
実
、
地

域
経
済
活
性
化
と
い
う
経
済
的
効
果
が
期
待

で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

令
和
８
年
度
年
会
費
納
入
者（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
五
月
十
八
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

特
別
法
人
会
員 

 

テ
ク
ノ
ブ
リ
ッ
ジ
㈱
、 

特
別
会
員 

野
村
昌
平
、
尾
上
洋
一
、
小
池
淑
子
、 

星
野
剛
士
、
牧
石
健
志
、
宮
城
覺
映
、 
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